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大会プログラム 
 

※ 時刻は予定です。大会の進行状況によって変更となる可能性があります。 

 

 

【5月 30日(金)】 

20:00～24:00  大会受付 ＠ノルンスキー場 

 

 

【5月 31日(土) 大会 1日目】 

06:30  受付再開 ＠特設ステージ 

07:00  代表者会議 ＠特設ステージ 

08:00  スプリント開始、スラローム(1本目)開始(同時進行) 

09:45  スラローム(2本目)開始  

12:45  スラロームエキシビジョンレース 開始 

12:30  競技終了 

13:00  開会式、H2H進出チーム発表、代表者会議 ＠特設ステージ 

14:30  H2H開始 

16:15  H2Hエキシビジョンマッチ 開始 

16：30  競技終了 

18:30  ナイトステージ  ＠特設ステージ 

20:30  ナイトステージ終了     

 

 

【6月 1日(日) 大会 2日目】 

07:30  代表者会議 ＠水紀行館 

08:00  選手バス移動開始(水紀行館→水明荘) 

09:00  競技開始 

13:00  競技終了 

14：00  清掃大会 

15:30  閉会式 ＠特設ステージ 
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§１ 申し込み細則 
 

Ⅰ. 大会までの流れ 
 

 ① 参加申込み 

締め切り：5月 7日(水) 必着 

 

② 代表者会議 

今年は 4月 10日(木)に早稲田大学にて 19:00から行う予定です。 

※競技内容、会場での注意点について詳しくご説明いたしますので、各団体の代表者はできるだけ参加してくだ

さい。 

※会議の後には親睦会があります。各大学同士の交流の場がもてればと思っています。大会は実行委員会だけ

でなく大会参加者全員で作り上げるものです。活発な意見交換、交流をお待ちしています。 

 

③ 交流練習会 

セルフレスキューの基礎の確認やゲートを使ったスラローム練習を行うとともに、チーム同士の交流の場として、

今年も交流練習会を実施します。4月 12日(土)に御嶽(多摩川)にて行いますので、奮ってご参加ください。 

 

④ スタッフ説明会 

大会当日にお手伝いをして頂く「スタッフ」の方々を対象として、説明会を実施します。 

5月 21日(水)に早稲田大学にて 19:00から行う予定です。 

※当日の動きや役割について詳しくご説明いたしますので、スタッフの方はできるだけ参加してください。 

 

⑤ 公式練習 

公式練習日は、5月 10、11日、17、18日、24、25日を予定しています。 

安全に配慮しながらぜひ腕を磨いてください。 

 

⑥ 大会本番 

大会開催日は 5月 31日(土)～6月１日(日)です。 

参加受付は 5月 30日(金)20：00～24：00、31日(土)6：30～7:00に行います。 
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Ⅱ. 参加申込み規定 
 

1.参加資格 

 各チームの選手は、次の 5点を全て満たさなければなりません。 

①満 18歳以上であること。 

②大会への参加の意思が有り、自分自身の判断・行動に責任を持つこと。 

③グレード 3～4の激流を下る知識・技能を備え、セルフレスキューができること。 

④消防庁主催の CPR講習受講済みである、若しくは同等の知識があること。 

⑤実行委員会が指定する参加申し込みが済んでいること。 

   

※選手が備えておくべき最低限の知識・技能を公式HP上の「川に関する基礎知識」に記載してあります。メン
バー全員が理解し、練習を積んだ上で大会に臨んでください。 

 ※増水期の利根川の危険性を理解した上で大会に臨むようにしてください。また、各チームの代表者は、メンバ 

ー全員にこれらの危険性を理解させ、同時に、参加者は全員誓約書をよく読み、同意の上でエントリーしてくだ 

さい。 

※複数部門へのエントリーは出来ません。「4人乗り部門」若しくは「2人乗り部門」のどちらかを選択してエントリー 

してください。 

 

2.チーム編成 

【4人乗り部門】 選手 4名+2名までの補欠 

【2人乗り部門】 選手 2名+1名までの補欠 

 

3.「スタッフ」の募集 

大会当日にオフィシャルの手伝いをして頂ける方を「スタッフ」として募集します。 

スタッフについては選手とは別に公募することにし、その分、スタッフの人件費(弁当代とお礼)を各チームに少し

ずつ負担してもらう体制をとります。各チームのスタッフ人件費負担は下記の通りです。 

【4人乗り部門】 2000円/チーム 

【2人乗り部門】 1000円/チーム 

 

スタッフ人件費免除制度  

スタッフ人件費免除制度とは、「大会期間中実行委員会の指揮下で動ける人員」を 1 名、実行委員会に提供す

ることで、そのチームの人件費負担を免除するというものです。免除制度の申し込み受付は参加申し込みと同時と

し、スタッフを提供しない場合の人件費は参加費と合わせて振り込んでいただきます。ただし、免除制度を利用し

たチームで、大会当日予定していた人員を提供できなくなった場合、当初の 2 倍の人件費を負担していただきま

すのでご注意ください。尚、スタッフの保険登録は実行委員会で手続きを行います。免除制度の申し込みは、上記

の期間に「スタッフ登録フォーム」を公式HPからダウンロードし、下記の必要事項を記入してE-mailに添付し

て送付してください。 

 

・チーム名 

・所属団体 

・スタッフのプロフィール(氏名、ふりがな、性別、年齢、生年月日、住所、電話番号、メールアドレス、 

ラフティング経験の有無) 

 

※スタッフについては公式HPにて公募いたしますので、詳細はそちらをご覧ください。 

 

4.艇名 

参加申し込みの際に実行委員会が不適切であると判断した艇名に関しては変更をお願いする場合があります。 
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5.参加費 

※スタッフ提供ありの場合 

【4人乗り部門】  1チーム 36000円(保険料を含む)＋補欠選手 1人につき 1000円(2名まで) 

【2人乗り部門】  1チーム 18000円(保険料を含む)＋補欠選手 1人につき 1000円(1名まで) 

※スタッフ提供なしの場合 

【4人乗り部門】  1チーム 38000円(保険料・スタッフ人件費を含む)＋補欠選手 1人につき 1000円(2名まで) 

【2人乗り部門】  1チーム 19000円(保険料・スタッフ人件費を含む)＋補欠選手 1人につき 1000円(1名まで) 

 

6.参加申し込み 

参加申し込みはチーム毎に行ってください。 

① 大会事務局口座に、参加費と保険料を振り込む。(振り込む際にチーム代表者の名前で払い込みをして

ください。) 

② 払込金内訳表に振り込み受領証のコピーを添付してください。 

誓約書に必要事項を記入した上で、署名・捺印してください。 

チーム紹介用紙(参加艇数分)に必要事項を記入してください。 

※2枚目以降は公式HPでダウンロードしてください。 

③ 上記の払込金内訳表、誓約書、チーム紹介用紙の 3点を大会事務局まで郵送してください。 

   ④ 「チーム登録フォーム」、「スタッフ登録フォーム」、「ID及び保険登録フォーム」を公式HPか 

らダウンロードし、必要事項を記入して E-mailに添付して送付してください。 

 

申し込みの注意 
※  記入ミスや記入漏れがあると、エントリーや保険の加入が出来ません。名前・ふりがな・生年月日

の記入漏れにご注意ください。 

※  期限を過ぎての申し込みは一切受け付けません。尚、理由の如何を問わず、参加取り消しによる参加費の返

却は一切行いません。 

※  大会実行委員会が書類不備と判断した場合は、今大会への参加を拒否します。 

※  4月 10日(木)の代表者会議においても参加を受け付けます。 

事前に「チーム登録フォーム」と「ID及び保険登録フォーム」をE-mailに添付して送付してください。当日はチー

ム紹介用紙・払込金内訳表・誓約書と参加費を持参して、実行委員会に提出してください。 

※  誓約書には必ず捺印してください。 

※  E-mailの件名には、団体名、及びチーム名を入れてください。 

※  申し込みは書面とメールの両方を行なってください。 

 

【参加費・保険料振込先】 

大会事務局口座 ：郵貯銀行 店番号 018 普通 

            口座番号 0566612  

            名義人 第 38回日本リバーベンチャー選手権大会実行委員会 

 

【書類送付先】 

大会事務局 ： 〒162-0052 

          東京都新宿区戸山 1-24-1 早稲田大学ワンダーフォーゲル部 部室 

          第 38回日本リバーベンチャー選手権大会事務局 

公式HP ：www.riverventure.com 

E-mail送信先 ： riverven38@gmail.com 

 

締め切り 

5月 7日(水)必着 

※締め切り以後の申し込みは一切受け付けません。 

http://www.riverventure.com/
mailto:riverven38@gmail.com
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Ⅲ. 保険規定 
  

-保険期間  2014年 5月 9日(金)16:00～6月 2日(月)16:00 

-保険対象  利根川におけるラフティング及びそれに付随する活動に起因する損害 

-保険金額       死亡・後遺傷害保険金額  518万円 

 (最低補償金額)  入院保険金額           3、000円(1日あたり) 

             通院保険金額           1、500円(1日あたり) 

             賠償責任 1億円 

              救援者費用 30万円 

注)締め切り以降以降の参加申込者も同額とする。 

 

【損害保険】 

・株式会社損害保険ジャパンの「国内障害保険」に加入します。 

・この保険は「利根川におけるラフティング及びそれに付随する活動(キャンプ等)に起因する損害」のみ担保し、酒 

気帯び状態において発生した損害はいかなる場合も担保されません。 

・保険に加入した者は、所属チームの補欠選手として登録することができ、実行委員会への申請で大会当日 

に所属チームの選手と入れ替わることができます。 

・保険登録外の人を降下させた団体は、出場停止を含む罰則を科す場合が有ります。 

 

【賠償責任保険】 

・公式練習及び大会期間中に第三者に対して怪我をさせた場合、財物に損傷を与えた場合などの賠償額を担保 

する保険です。賠償額は以下の通りです。 

・身体賠償 1名につき 500万円、1事故につき 2、000万円。 

・財物賠償 1事故につき 50万円。 

 ※この保険の保険料は実行委員会で支払います。 

 

【登録 ID】 

・傷害保険への加入と同時に登録 IDを発行します。公式練習日及び大会当日に水上峡、諏訪峡を降下 

するには登録 IDが必要です。 

・エントリー受付時に、送信された E-mailへの返信によって実行委員会から登録 ID(4桁の番号)を発行し 

ます。公式練習及び大会に参加する選手は、各自の登録 IDを必ず控えておいてください。 

・公式練習日及び大会当日は登録 IDを各個人のヘルメットの後部と PFDに記入してもらいます。 

(ガムテープに油性マジックで記入した上で該当箇所に貼ってください。) 

・装備の使い回し等で他人の登録 IDで降下することは認めません。 

 

【保険料振込み】 

 大会参加費との補欠選手の人数分の保険料(1 人あたり 1、000 円)を併せて大会事務局口座に振込み、受領証

のコピーを振込金内訳表に添付した上で、大会事務局へ郵送してください。締め切りは 5月 7日(水)です。 

 

【その他規定】 

・所属団体で既に他の保険会社で同一内容の保険に加入している場合でも、上記保険は重複加入が可能で 

す。その他、保険金が支払われない主な例が、次頁の表の右端に記載してあります。ご注意くださいませ。 

 

【問い合わせ先】 

ホンゴウサービス株式会社：〒132-0035 

東京都江戸川区平井 7-12-8 オカモト平井ビル 

TEL：03-5655-3400 
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§2 大会細則 
 

Ⅰ. 装備規定 

 

今大会は以下の装備規定で行います。出場選手は以下の個人装備を必ず用意してください。装備検査の

結果、実行委員会が不適当と判断した場合は、公式練習を含む大会への参加を認めません。尚、☆印のつい

ている装備について、各種目のスタート時に欠陥があった場合は降下を認めません。 

 

 団体装備 (１チームにつき用意するもの) 

☆ ボート 

激流用のインフレータブルボートで、4人乗り部門は定員 4名以上に設計されたボート、2人乗り部門は

定員 2名で設計されたボートを使用してください。カタラフト(双胴タイプ)は禁止とします。ボートはメ

ーカーを問いません。ただし、ボートの改造は禁止とします。尚、ロープ等で左右のサイドチューブ
のロープを引っ張る行為は改造には含めないものとしますが、危険性を考慮の上、各自の責任で行って

ください。 

☆ パドル 
4人乗り部門、2人乗り部門を問わず、市販の Tグリップのついたシングルパドルに限ります。また、4人

乗り部門では全チーム予備パドルを必ず１本はボートに積んで降下してください。2人乗り部門では予備

パドルについては各チームの判断に任せます。 

スローロープ 
4人乗り部門、2人乗り部門、ともに 1チームにつき１個以上用意してください。但し、腰に着用
するタイプのレスキューベルトを使用する場合、レスキューベルト２つで艇装着タイプ１つとみなします。

ロープは長さ 10m以上あるものが望ましいです。 

ファーストエイドキット 

1艇につき 1セット用意してください。防水可能なドライバッグやペリカンバッグの中に人工呼吸用マ

ウスピース・三角巾・エマージェンシーシートは必ず入れてください。その他、各自用具を整えてく
ださい。 

 

 

 個人装備(選手一人につき用意するもの) 

☆ PFD 

(ライフジャケット) 

充分な浮力を持ち、長時間浮力を維持できるウォータースポーツに適したものに限ります。レジャー用の

ライフジャケットの使用は禁止とします。 

衣類 
ウォータースポーツ用のウェットスーツ、ドライスーツ等を使用してください。また低体温症を防ぐ為、上半

身は肩まで覆い、下半身は足首までを覆うことが望ましいです。ロングジョンを使用する場合ドライトップ

等の着用が望ましいです。 

シューズ 
ボートから落艇した時のケガを防ぐため、ウォータースポーツに適したものが望ましいです。ビーチサン

ダル・クロックス類は禁止とします。 

例：パドリングシューズ、渓流足袋、リバーシューズ+ウェットソックスなど。 

☆ ヘルメット 水抜きができるウォータースポーツ用に限ります。耳を保護できるものが望ましいです。 

フリップライン フリップしたボートをリカバリーする時に使用する為、一人一つ所持してください。 

笛 
一人一つ所持してください。大きな音が出るものとし、水に濡れると音が出にくくなるものは禁止としま
す。笛は落艇した競技者が自分の居場所を知らせるときや、リバーサインを送るときに使用します。 

リバーナイフ 

市販のリバーナイフを一人一つ所持してください。よく切れるもので、水中でも素早く取り出せるよう折
畳み式のものは禁止とします。この時、PFDへの固定にガムテープ等を使うことは認めますが、さやと本

体の固定にガムテープ等を使うことは禁止とします。また、両刃であること、先の尖っていない物が望まし

いです。 

 

 

 装備規定詳細 

 

検艇時に装備の欠陥がある場合は、装備規定に反するものとし、失格となります。ただし、競技開始までに揃え

ることが出来る場合は、実行委員会にその旨をお伝えください。 

各種目スタート時に装備の欠陥がある場合は、1つにつき10秒のペナルティを科すこととします。尚、ゼッケンを

紛失した場合は回収時に新規購入費用として 1枚につき 1000円を徴収します。 
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Ⅱ. 競技規定 
 

 

 

【4人乗り部門】  

5月 31日(土) 

・スプリント、スラローム、H2Hの 3種目の競技を行います。 

<競技区間>  

~3.7(湯原水位) 

スプリント・H2H：紅葉橋～水紀行館前(親水公園前) 

スラローム：水紀行館前(親水公園前)～笹笛橋下流 

3.7~4.0(湯原水位) 

スプリント(2本 1採用)：紅葉橋～笹笛橋下流 

スラローム：中止 

H2H：紅葉橋～水紀行館前(親水公園前) 

4.0~(湯原水位) 

この日の競技を中止 

・1日目の成績により「4人乗り部門上級」・「4人乗り部門中級」にカテゴリー分けすることとします。全チーム

中、上位 40％以下のチームを上級とし、それ以下のチームを中級とします。 

・H2Hのトーナメント進出要件は「H2H競技規定」を参照してください。 

 

6月 1日(日) 

・ダウンリバーを行います。 

<競技区間>  

 ~3.8(湯原水位) 

上級： 水明荘下～銚子橋 

中級： 水明荘下～紅葉橋 

 3.8~4.0(湯原水位) 

  上級・中級：水明荘下～紅葉橋 

 4.0~(湯原水位) 

  この日の競技を中止 

 

【2人乗り部門】 

5月 31日(土) 

･初日競技は 4人乗り部門と同じ内容で行います。 

・H2Hのトーナメントへ進出するチームは上位 4チームとします。 

6月 1日(日) 

･競技内容は 4人乗り部門と同じですが、2人乗り部門は全チームが水明荘下～紅葉橋のコースを降下する

こととします。 
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 競技規定詳細 

 

競技全般規定 

・スプリント、スラローム、H2H、ダウンリバーの 4種目を行います。 

・種目毎にポイントを設け、ポイントの総計によって、総合順位を決定します。 

 種目毎のポイントは以下の通りとします。 

 

種目 ポイント 

スプリント 200pt 

スラローム 300pt 

H2H 100pt 

ダウンリバー 400pt 

 

･順位ごとの獲得ポイントは以下の通りとします。(パーセンテージは 1位の獲得ポイントに対して各順位が獲得

するポイントの割合) 

1位 100％、2位 88％、3位 79％、4位 72％、5位 69％、6位 66％、７位 63％、8位 60％、9位 57％、11

位 54％、12位 51％、13位 48％、14位 45％、15位 42％、16位 39％ 

17位 36％、18位 33％、19位 31％、20位 29％･･･以下 2％ずつ減少 

 

※この方式では計算の都合上、下位のチームがマイナスの表記になっていますが、順位を決定する上では

マイナスの値も取りうるものとし、それに従って順位を決定します。 

 

・スタートからゴールまでの降下タイムに各種ペナルティを加算したタイムを競うこととします。 

・競技中にプレーを中断せざるを得なくなった場合、実行委員会が正当な理由であると認めた場合に限り、中 

断した競技(試技)のやり直しを認めます。 

 

スタート規定 

・スタッフがボートのスタン(後部)を抑えた状態からスタートします。 

・各種目の降下順は、以下の通りとします。 

    

種目 降下順 

スプリント 
ゼッケン番号順 

スラローム 

H2H トーナメントの組み合わせ順 

ダウンリバー カテゴリー別・1日目の順位順 

 

・競技開始5秒前からパドルが水面に触れた場合はフライングとし、フライングと認められた場合は10秒のペ 

ナルティを科します。 

 

スプリント競技規定 

・出艇間隔は 2分です。 

 

スラローム競技規定 

・スラロームは 2本 1採用とし、2回の試技のうち、より優れた降下タイムを最終結果として採用します。 

・出艇間隔は 2分です。尚、大会の運営上、出艇間隔が変更となる可能性があります。 

・ゲートの通過は「ボートに乗った状態で、競技者全員の頭部がゲートを通過すること」とします。 

・ダウンゲートは上流から、アップゲートは下流から通過することとします。 

･ゲートが不通過の場合のペナルティはダウンゲート、アップゲート共に 50秒のペナルティを科します。 

･ダウンゲート、アップゲート共に通過したが接触した場合、5秒のペナルティを科します。 
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･競技者、ボート、装備のいずれかがゲートに接触した場合、何人で何回触れても1ゲートにつき同一の

ペナルティとします。 

・正しく通過したゲートでも、通過後に接触があった場合は接触とします。 

･競技者が 1人でも通過出来なかった場合、そのゲートは不通過とします。 

･誤った方向からのゲート通過(アップゲートを上流から、ダウンゲートを下流から通過した場合)は不通過とし

ます。また、競技者 1名以上の頭部が誤った方向から通過した場合は不通過とします。 

･誤った順番でのゲート通過若しくは接触(次のゲートを先に通過、若しくは接触した場合)はその前のゲート

は不通過とします。 

･競技者が落艇、若しくはフリップした状態でゲートを通過しても、不通過とします。 

･アップゲートを通過後に、同一のゲートを上流側から再び通過した場合は、不通過とします。 

･ゲートを故意に動かして通過したと審判員が判断した場合、そのゲートは不通過とします。 

・風等の自然条件によって揺れたゲートに接触した場合も接触とします。 

･後続のチームが追い付いた場合、コースの優先権は後ろから追い付いたチームにあります。その際に、審判

員がコースを譲る様に指示する場合があります。その場合は審判員の指示に従ってください。 

 

H2H競技規定 

・H2Hはトーナメント形式で行います。トーナメントの組み合わせは各チームの代表者による抽選で決定 

します。抽選会は開会式のH2H進出チーム発表後に行います。 

・4人乗り部門はスプリントの 1位～8位のチームが、2人乗り部門は 1位～4位のチームがH2H決勝トーナ 

メントに進出します。 

・決勝トーナメントの進行は、下図①～⑧の順に行います。(2人乗り部門は①～④の順) 

・決勝トーナメントに進出できなかったチームの順位は、スプリントの順位から決定します。 

･4人乗り部門では、H2H準々決勝の敗退チームの順位(5～8位)は、H2H準々決勝の降下タイムによって順位を

付けることとします。 

・H2Hは全試合で 2艇同時出艇となります。右岸と左岸でそれぞれスタッフが船のスタン(後部)を持った状 

態から、スタートの合図と同時にゴールを目指します。 

・準々決勝のコース選択権は、抽選の結果が奇数番号のチームが持つものとし(下図の赤枠を参照)、準決勝以降は

直前の試合の降下タイムの早いチームが持つこととします。 

 

【4人乗り部門トーナメント】 
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【2人乗り部門トーナメント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中級トーナメント】 

・決勝トーナメントとは別に、4 人乗り部門に限り「中級トーナメント」を設けます。中級トーナメント進出チームは、

以下のように決定します。 

ⅰ)スプリントの結果に基いて、暫定的なカテゴリー分けを行い、それぞれ「4 人乗り部門上級(暫定版)」・「4 人

乗り部門中級(暫定版)」とします。 

ⅱ)「4人乗り部門上級(暫定版)」の下位 2チームと、「4人乗り部門中級(暫定版)」の上位 2チームの合計 4チ

ームで、「中級トーナメント」を組みます。 

ⅲ)トーナメントの組み合わせは、代表者による抽選で決定するものとします。抽選会は前頁のトーナ

メントの抽選と同時に行います。また、準決勝のコース選択権は抽選の結果が奇数番号のチームが持つ

ものとし(下図の赤枠を参照)、決勝戦・3 位決定戦は直前の試合の降下タイムの早いチームが持つこととしま

す。 

 

   ・トーナメントの進行は、下図①～④の順に行います。 

 

【中級トーナメント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【試合進行順】 

 

「4人乗り部門①～④」→「2人乗り部門①・②」→「中級トーナメント①・②」→「4人乗り部門準決勝」→「2人乗り部

門 3位決定戦」→「中級トーナメント 3位決定戦」→「4人乗り部門 3位決定戦」→「2人乗り部門決勝」→「中級トー

ナメント決勝」→「4人乗り部門決勝」 
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例) エントリーチームが 40チームの場合 

 

スプリント順位                                          H2H順位 

            トーナメント結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              中級トーナメント結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40チームの 40%＝16チームが「4人乗り部門上級(暫定版)」として分類されます。 

従って、この場合の「4人乗り部門上級(暫定版)」は、チーム A～チーム P(二重線の上部)となります。 

よって、 

「4人乗り部門上級(暫定版)」の下位 2チーム＝チームO・チーム P 

「4人乗り部門中級(暫定版)」の上位 2チーム＝チームQ・チーム R 

この 4チームでトーナメントを組み、H2Hを行います。この結果はH2H順位に反映されます。 

 

≪まとめ≫ 

青枠(1位～8位)＝決勝トーナメントに進出 

赤枠(15位～18位)＝中級トーナメントに進出 

 

H2Hの競技結果＝右上の表を参照 

順位 チーム名 

1位 チーム A 

2位 チーム B 

3位 チーム C 

4位 チームD 

5位 チーム E 

6位 チーム F 

7位 チームG 

8位 チームH 

9位 チーム I 

10位 チーム J 

11位 チームK 

12位 チーム L 

13位 チームM 

14位 チームN 

15位 チームO 

16位 チーム P 

17位 チームQ 

18位 チーム R 

19位 チーム S 

20位 チーム T 

21位 チームU 

22位 チーム V 

23位 チームW 

24位 チーム X 

… … 

順位 チーム名 

1位 チーム A 

2位 チーム C 

3位 チームD 

4位 チーム B 

5位 チーム F 

6位 チーム E 

7位 チームG 

8位 チームH 

9位 チーム I 

10位 チーム J 

11位 チームK 

12位 チーム L 

13位 チームM 

14位 チームN 

15位 チームO 

16位 チームQ 

17位 チーム R 

18位 チーム P 

19位 チーム S 

20位 チーム T 

21位 チームU 

22位 チーム V 

23位 チームW 

24位 チーム X 

… … 

順位 チーム名 

1位 チーム A 

2位 チーム C 

3位 チームD 

4位 チーム B 

5位 チーム F 

6位 チーム E 

7位 チームG 

8位 チームH 

順位 チーム名 

1位 チームO 

2位 チームQ 

3位 チーム R 

4位 チーム P 
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ダウンリバー競技規定 

･1本 1採用とします。 

・出艇間隔は 2分です。 

・スタートは「4人乗り部門中級」→「2人乗り部門」→「4人乗り部門上級」のカテゴリー順でスタートします。 

・各カテゴリーでは、1日目競技終了時での中間順位の上位チームからスタートします。 

・「2人乗り部門」と「4人乗り部門上級」のカテゴリー間は 10分間のインターバルを設けます。 

 

ゴール規定 

･ゴールラインをボートの一部が越えたときをゴールとして計測します。 

･船の上に競技者が乗っていない状態でゴールラインを越えた場合、1人につき 50 秒のペナルティを科します。

また、船がフリップした状態でゴールラインを越えた場合は 100秒のペナルティを科します。 

 

コースクローズ規定 

コースクローズは下記の通り規定します。尚、競技中は競技実施区間を、競技以外の目的で降下することを禁 

止します。 

 

日付 時間 閉鎖区間 

5月 30日(金) 13時 00分以降 

水紀行館前～笹笛橋下流 

(水量 3.7ｍ以下の場合) 

コースクローズ無し 

(水量 3.7m以上の場合) 

5月 31日(土) 
6時 30分まで 

紅葉橋～水紀行館前(親水公園)の

区間以外 

6時 30分以降 競技中以外、全区間閉鎖 

6月 1日(日) 9時 00分まで コースクローズ無し※ 

 

※6 月 1 日(日)の競技実施前に競技区間の降下を行なう場合は、必ず実行委員会に申し出てください。また、

当日の代表者会議に間に合わなかった場合は、ダウンリバー競技については欠場と見なしますので、注意し

てください。 

 

妨害 

競技中、後ろから来るチームに配慮しながら競技を行わなければなりません。故意の妨害行為である

と実行委員会が判断した場合には、失格などの罰則を科す場合もありますので、十分注意して競技を行ってくだ
さい。 

 

失格 

今大会開催中に実行委員会の指示に従わない等の行為があった場合、所属チーム若しくは所属団体のチーム

を失格とする場合があります。 

   

レスキュアーによるレスキュー 

セルフレスキューが困難であると判断した場合、競技者を要救助者と見なし、競技を中断してレスキューを行うこ

とを最優先とします。レスキューを行った後、競技続行可能である場合は競技を再開することを認めますが、競技

続行不可能である場合は、その種目は最下位として判定します。 

※ ボートから落艇してレスキューロープを投げられた場合はレスキュアーの判断に従い、レスキューを受ける 

ようにしてください。 
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コマーシャルラフトとのバッティング 

・コマーシャルラフトの優先を原則とします。 

・スプリント・スラローム・H2Hはコマーシャルラフトがコース上にいる状態ではスタートしません。 

・ダウンリバーは、コマーシャルラフトが水明荘からモンキーコーナー入口にいる状態ではスタートしません。 

 

ボート変更届について 

・申し込みの際に提出したボートと異なるボートを使用する場合は、当日の大会参加受付時に、「ボート変更届」

に必要事項を記入した上で、提出してください。 

・大会中にボートを変更する必要が生じた場合は、速やかに大会本部に申し出てください。 

 

プロテスト(抗議) 

･抗議は大会主催者である実行委員会に対して行うものとし、いかなる場合においてもゲート審判員などに直接

抗議してはならないものとします。 

・異議申し立ては、各競技の順位発表から 30分以内とします。 

 尚、各競技の順位発表は下記の通りとします。 

 

種目 順位発表 

スプリント 開会式 H2H進出チーム発表時 

スラローム 
ナイトステージ終了時 

H2H 

ダウンリバー 閉会式終了時 

 

・競技判定に対する異議申し立てには大会本部にある異議申し立て用紙に必要事項を記入し、実行委員会

に供託金 5,000円とともに、参考となる映像などを預けてください。 

･供託金は抗議が認められた場合にのみ返金されます。 

･競技規定について不明確なことがあれば、事前に競技担当へ連絡してください。 

 

大会中止要件 

中止の可能性がある場合は5月30日(金)18時に代表者メーリングリストにて暫定的な判断を連絡します。また、

大会の中止・決行についての最終決定は 31日(土)の朝 6時に代表者メーリングリストにて連絡します。天候・水位

次第で暫定的判断から変更となる可能性がありますのでご注意ください。 

尚、大会中止要件は下記の通りとします。 

(1).雷や豪雨等、天候が危険だと実行委員会が判断した場合 

   (2).濃霧によって十分な視界を確保できない場合 

   (3).その他、河川状況が非常に危険であると実行委員会が判断した場合 

また、大会中止時に、大会登録選手(保険登録選手)は当該区域を一切降下してはいけません。
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Ⅲ. 公式練習規定 
 

公式練習日  5月 10、11日、17、18日、24、25日 

 

上記日程を公式練習日とします。みなかみ町及びコマーシャルラフトとの混乱を避ける為、また

参加者の事故防止の為、公式練習開催中は利根川全流を実行委員会の管轄とし登録選手の降下

及び行動は実行委員会が管理します。各参加団体は実行委員会の指示の下、秩序ある練習を心

がけてください。公式練習は登録 ID制・グループ降下制・諏訪峡日割り制度を導入します。 

 

公式練習日の練習時間は午前 9 時から午後 4 時まで(出艇時刻)とします。指定時間外の練習は原則とし

て禁止とします。 

 

本部設置 

 実行委員会本部は水紀行館に設置し、事故等の対応は全て実行委員会本部にて行います。尚、その他の規定

については、次項「運営・会場規定」に準ずるものとします。 

 

登録 ID制 

登録 IDに関する規定は、「保険規定」を参照してください。 

尚、公式練習日に提出する「降下届」にも必ず、IDナンバーを記入してください。 

また、選手、スタッフ以外の人で公式練習中に降下練習する人も必ず保険に加入し、IDを取得 

してください。 

 

諏訪峡日割り制度 

公式練習の諏訪峡の降下は実行委員会が指定した日程で行ないます。事前に日程を知りたい方は競技担当 

へ連絡してください。 

 

朝の代表者会議 

代表者会議は、朝 8 時ノルン水上スキー場のコテージ前にて、毎日開催されます。各参加団体の代表者

は必ず参加してください。代表者会議にて、その日の予定の連絡と当日降下予定のチームにつき 3 枚の降下

届の提出を義務付けます。 

 

降下届 

降下届の書式は、公式HPにて公表します。 

提出先は以下の通りです。公式練習会では実行委員会が全てまとめて提出します。 

   ・水上交番  

   ・広域北消防署 

   ・実行委員会 

 

※朝の代表者会議に間に合わない場合は、各チームで降下届を提出してください。 

 

グループ降下制 

セルフレスキューによる危険回避が第一となりますが、互いに安全を確認し合い、非常時に素早く対処できるよう、

ダウンリバー練習時にはこの方式をとります。ただし、レスキューを行う者が二次災害に巻き込まれる危険もありま

すので、十分に注意が必要です。グループ降下中、実行委員会の指示には必ず従ってください。 

グループ構成は 1グループ 3艇以上とし、ダッキーは 2艇でラフト１艇とみなします。また、3艇のうち 2艇は

ラフトとします。降下準備が出来たチームはその場にいる実行委員に申し出てください。グループ降下が可

能な数が集まり次第、代表者を招集し、降下順・エディーに入る場所・相手チームメンバーの把握等、事前に

打ち合わせをしてからスタートとなります。 
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自動車の使用 

公式練習で使用するすべての自動車のナンバーおよび車種を降下届に記入して提出してください。 

 

中止要件 

  公式練習の中止要件は、大会の中止要件に準ずるものとします。公式練習中は水位によって下記の通り練習

場所を変更します。尚、水位計測は 7:30、9:30、12:30、14:30 とします。 

 

湯原水位 4.0以上で利根川全てを閉鎖します。尚、藤原ダムは例外です。 

湯原水位 3.8以上で諏訪峡を閉鎖します。尚水上峡での練習は可能です。 

湯原水位 3.6以上で「水紀行館前(親水公園前)～笹笛橋下流」区間での練習を中止します。 

 

 

4.公式練習日以外の練習 

大会出場チームが公式練習日以外の日程で水上峡・諏訪峡において練習を行う場合、下記の点を守り、自己

の責任において十分に注意して降下してください。 

 

①降下届について 

公式HPから降下届をダウンロードした上で 2部コピーして、降下前に警察署・消防署にそれぞれ提出し、当日

降下可能かどうか必ず指示を仰いでください。いずれかの機関から降下中止の判断がでた場合は必ず従ってくだ

さい。また、指示に従って下る場合でも、大会規定を満たすしっかりとした装備と体調管理、入念な下見、レスキュ

アーの配置、団体での降下などを行い、少しでも危険と判断したときは中止してください。 

 

②事故発生の際の対応とその注意点 

事故を起こしてしまい、救助が必要な緊急時には、警察署・消防署に連絡し、救助を要請してください。尚、公

式練習以外の練習で発生した事故に関して実行委員会は一切の責任を負いません。本大会の参加
者が事故を起こした場合、今後の大会の開催が危ぶまれること、今大会が中止になる可能性が発生することを理

解してください。 

くれぐれも自分達の起こした事故は各自が処理するものであることを忘れないでください。 

 

Ⅰ.水上交番           ℡0278-72-2049 

Ⅱ.広域北消防署        ℡0278-72-4349 

※緊急を要する場合、原則的に警察署へは 110番、消防署へは 119番で連絡してください。質問や問

い合わせについては上記の電話番号で連絡してください。 

Ⅲ. 大会実行委員(緊急連絡先) ℡080-6902-1265 福永孟昭 

 ℡090-4319-3512 大澤憲太郎 

 

③事故発生後の対応 

事故発生後の詳しい対応などは実行委員会の指示に従ってください。また、今後の事故予防のために事故報

告書を実行委員会に必ず提出してください。 
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§3会場細則 
 

Ⅰ. 会場・運営規定 
 

1.大会本部 
 

大会当日は、河川敷に特設ステージを設営し、その特設ステージ付近に大会本部を設置します。大会期間中

の事故等の対応は大会本部にて行います。尚、5 月 30 日(金)の検艇はノルン水上スキー場駐車場(テント設営指

定場所)にて行いますのでご注意ください。 

 

2.開会式・閉会式 

  

開会式・閉会式は特設ステージで行ないます。式中の飲酒はご遠慮ください。 

 

3.水紀行館・トイレの使用 
 

水紀行館は一般観光客の為の施設です。ウェットスーツ等の濡れた服装での建物内への立ち入りは

禁止とします。また、実際に濡れていなくても、誤解の生じる可能性のある服装での行動は慎んでください。 

  携帯電話の充電や、ドライヤーの使用などの行為は厳禁とします。また、水紀行館でのミーティング
は他のお客様のご迷惑となりますのでお控えください。 

トイレは着替え、炊事、歯磨きなどの目的で使用することを禁止とします。また、トイレを汚した場合には各自で清

掃を行い、常に清潔で綺麗な状態を保ってください。 

水明荘付近に仮設トイレを１つ設置します。公式練習日以外の平日などには使用できません。 

尚、足湯を利用される方は、入る前に必ず身体の汚れをきれいに落とし、一般のお客様をはじめ、他の利用され

る方々が気持ちよく利用できるように十分に配慮しながら利用してください。 

 

4.テント設営規定 
 

テント設営場所 

テント設営場所はノルン水上スキー場駐車場とします。水場やトイレなどは駐車場にも設置されます。駐車場内

のテント設営場所、車駐車場所は実行委員会の指示に従い、指定された場所以外にはテントを設営しない

でください。 

 

ゴミ処理 

・ゴミは全て各団体が責任を持って持ち帰ってください。付近のコンビニ等で処理することは禁止とします。 

 

トイレ 

・各団体でトイレットペーパーの持参をお願いします。トイレを破損した場合は弁償して頂きます。 

 

その他 

・テント設営場所での花火、焚火、ペグ打ちは禁止とします。 

・石などを使用した場合は、必ず元の場所に戻してください。 

・テント撤収の際、周囲のゴミなどを回収し、周囲を清掃してください。 

・駐車場内での事故や盗難に関して実行委員会は一切責任を負いませんので十分注意してください。 
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5．駐車場利用規定 
 

水紀行館付近の町営駐車場が、休憩・スタッフ待機など、練習の基点になります。駐車場所は実行委員会、若し

くは管理人の指示に従ってください。 

 また大会当日の駐車に関しては、道の駅駐車場及び町営駐車場の使用を禁止とします。車は沼田土木事務所、

若しくは教育委員会グラウンドに駐車してください。(p.22地図を参照) 

 

6．自動車の交通 

 

自動車の交通を下記の通り制限します。 

水明荘付近 

公式練習日の練習時間中、水明荘前付近の道路は上流方向への一方通行とします。原則とし
て駐車は禁止とします。停車する際は、必ず運転者が同乗し、自動車を移動できるようにしてください。また、ボ

ート等の装備を積み降ろしたら速やかに自動車を移動させることとし、決して駐車場を含むホテル水明荘の敷地

内に立ち入らないでください。著しくマナーの悪いチームには、失格を含む罰則を科します。 

大会期間中、水明荘付近には自動車で立ち入らず、実行委員会の用意するバス･トラックを利

用してください。観戦者が水明荘に行く場合は役場職員駐車場に自動車を止め、徒歩で向かってください。 

 

その他の場所 

・指導者の上に 2艇以上のボートを積むことを禁止とします。ボートは必ずキャリアにロープなどで固 

定してください。同乗者がロープを持ったまま、自動車を走行させることは禁止とします。 

・道路交通法上、積載物の車体からのはみ出しは、縦が車体の 1.1 倍までとなります。それ以上のはみ出し、及び

横のはみ出しは違法です。各自、十分に気を付けてください。 

・紅葉橋付近の駐車は禁止とします。停車する際は、必ず運転者が同乗しボート等の装備を積み降ろしたら 

速やかに自動車を移動させてください。 

・水上駅付近の商店街においてボートを積んでの通行は禁止とします。 

・会場付近は安全運転を心がけてください。特にノルン水上スキー場の駐車場からの下り坂や水上駅付

近の商店街では徐行運転をお願いします。 

 

7. 諏訪峡遊歩道の通行 
  

諏訪峡遊歩道は一部、工事が現在進行中であり、大会期間中も崩落の危険性が有ります。諏訪峡遊歩道を通

行する際は、ヘルメットを必ず装着していください。また、諏訪峡遊歩道の通行はスカウティング時のみとし、

撮影・観戦を目的とした通行はやめてください。 

 

8．コテージ予約について 
 

ノルン水上スキー場のコテージは、担当である星野さんに管理して頂いています。コテージの利用を希望する団

体は星野さんへ直接連絡してください。その際、今大会の選手であること、代表者の氏名、電話番号、宿泊人数、

宿泊日程を連絡してください。 

ノルン水上スキー場コテージ担当：星野健一さん 

TEL：0278-72-6838 

※問い合わせは上記連絡先のみとなります。 
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Ⅱ. 特別規定 
 

第 38 回日本リバーベンチャー選手権大会実行委員会は大会期間中を通じて、アンフェアな行為、他者に危険

を及ぼす行為、また近隣住民の安寧を著しく害する行為や行動などがあった場合には、大会参加者にペナルティ

の加算、または大会への参加を拒否する権限を有します。 

 

 

 

 

 

 

【実行委員会】 
 

氏名 役職 所属 

福永
ふくなが

 孟昭
たけあき

 委員長 早稲田大学ワンダーフォーゲル部 

橋本
はしもと

 航史
こ う じ

 副委員長 競技 一橋大学ラフティング部ストローム会 

明石
あ か し

 光司
こ う じ

 会計 保険 渉外 一橋大学ラフティング部ストローム会 

大澤
おおさわ

 憲太郎
け ん た ろ う

 安全対策 競技 立正大学探検部 

小林
こばやし

 祥子
し ょ う こ

 会場 麻布大学探検部 

関塚
せきづか

 里美
さ と み

 会場 渉外 立正大学探検部 

袴田
はかまた

 淑人
よ し と

 広報・PC 上智大学探検部 
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